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はじめに 
 シュタイナー（Rudolf Steiner 1861-1925）の教育思想に基づくシュタイナー教育（注
１）は、1919 年にドイツのシュトュットガルトに創設された「自由ヴァルドルフ学校」（注 
２）において始まり、現在では世界中に約 1000 校のシュタイナー学校があると言われて
いる。また、本研究でとりあげるシュタイナー幼稚園についても、ペーター・ラング（Peter 
Rang）は Waldorf Kindergartens Today（2013）のなかで、次のように報告する。「アイ
ロンカーテンの崩壊と共に 1990 年以降の東側圏の国々では新しい幼稚園を求めた進歩的
な波が押し寄せ、21 世紀が始まって 10 年後には世界中の 50 を超える国々に、およそ 1600
のヴァルドルフ幼稚園と母親による保育グループができた。さらに、南東アジアにおいて
もヴァルドルフ教育への関心が増し、そこに幼稚園や学校の設立および教育課程研修の開
催がなされている」１と。このように最初のシュタイナー学校創設よりおよそ 100 年を経
た今もなお、その教育が世界中に広がりを見せ注目されている。  
このような状況の下、シュタイナー幼児教育に関する研究においては、その保育内容と
それを支えるシュタイナーの幼児教育観に関する考察が多く見受けられる。しかし、シュ
タイナー幼児教育の思想がいかに形成され、それが具体的にはどのように実践へと発展し
ていったのかを示す幼稚園の創始に関する研究はほとんどない。シュタイナー研究におい
て周知のように、シュタイナー幼稚園は、シュタイナーが亡くなった翌（1926）年にシュ
タイナーの後継者であるグルネリウス（Elisabeth,M.Grunelius 1895-1989）によって創
設された。幼児期の教育の重要性と人智学（Anthroposophie）（注３）的人間認識に基づ
く幼児期の教育実践の重要性を訴えていたシュタイナーではあるが、彼の存命中には幼稚
園創設が叶わなかった。つまり、今日、世界各地に広がり発展しているシュタイナー幼児
教育は、シュタイナーの後継者であるグルネリウスによって始められた幼稚園が起点とな
っているのである。 
数少ないシュタイナーとグルネリウスとの関係を論じた記述としては、国際シュタイナ
ー・ヴァルドルフ幼児教育協会（注４）（International Association for Steiner/Waldorf 
Early Childhood Education 以下 IASWECE と略す）コーディネーターのスーザン・ハ
ワード（Susan Howard）の論説（注５）「最初のヴァルドルフ幼稚園―われわれのヴァル
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ドルフ幼児運動の始まり（The first Waldorf Kindergarten. The Beginning of Our 
Waldorf Early Childhood Movement.）がある。そこには、シュタイナーとグルネリウス
の出会いや最初のヴァルドルフ幼稚園の創設に至った経緯など、簡略にではあるが書かれ
ている。そこで、S.ハワードの記述を鍵として本研究を進めていきたいと考え、彼女自身
に連絡を取った。しかし、IASWECE の関連論文にも、すでに彼女が記述した事実以上は
公にされていないとの返答を受けた。そして、その際、S.ハワードは、シュタイナーの理
論とグルネリウスの実践についての詳しい研究に期待するとのコメントとともに、近日中
に出版されるシュタイナー幼稚園に関する著作が有効な視点を含んでいるかもしれない
と示唆を与えた。それは、ドイツのシュタイナー教育研究者ペーター・ラングによって公
刊予定であった著書 Waldorf Kindergartens Today であった。しかし、刊行された本
書には、最初のヴァルドルフ幼稚園がグルネリウスによって始められた若干の事実のみが
簡単に説明されているだけで詳しいことは記されていなかった。さらには、P.ラング自身
にも接触を試みてみたが、返答はないままである。 
以上のことに鑑みれば、シュタイナー幼児教育理論の創設者であるシュタイナーと実践
を広めたグルネリウスとの理論・実践上の関係は不明確なままであり、シュタイナーの幼
児教育理論とグルネリウスによる実践との整合性を学問的に研究したものは今日まで世
界的に存在しないことが判明したのである。 
そこで、本研究では、シュタイナー幼稚園創設時に焦点を当て、シュタイナー幼稚園が
始まるプロセスとそこにグルネリウスがどのようにかかわり、シュタイナーの説く幼児期
の教育理論が実践にどのように取り入れられていたのかを考察し、グルネリウスが実践し
た保育の理論的背景を明らかにすることを目的とする。 
 
１．研究方法 
 本研究では、文献により、シュタイナー幼稚園の創設にかかわったグルネリウスが行っ
た保育実践における理論的背景を、その黎明期から明らかにしたい。 
グルネリウス自身の著作・論文ならびにグルネリウスに触れた国内外の文献としては、
以下のものが確認される。 
まず、グルネリウス自身の著作としては、Early Child Education & the  Waldorf  
School Plan. （ 1950 ）（ ド イ ツ 語 版 は Erziehung im frühen Kindesalter ． Der  
Waldorf-Kindergarten.（1955）、邦訳版は『シュタイナー幼稚園と幼児教育』（1979）（高
橋巌 /高橋弘子訳））があり、論文としては Das Kind im Kindergarten der Freien  
Waldorfschule.（1932）がある。次に、国内の関連文献には、唯一、馬場の論文「ルドル
フ・シュタイナーの幼児教育に関する一考察」（2011）がある。そして、国外の関連文献
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には、ドイツでは、ベルガー（Manfred Berger）の Frauen in der Geschichte des  
Kindergartens.（1995）および Elisabeth von Grunelius.（2013）、キューゲルゲン（Helmut  
von Kügelgen）の Die erste Waldorfkindergärtnerin. Elisabeth von Grunelius.（1989）、
グロスクルト（Melanie Großkurth ）の Waldorfpädagogik und frühe Kindheit. Der  
Anteil Elisabeth von Grunelius an der Konzipierung und Realisierung.（2004）がある。
さらに、先述のスーザン・ハワード（Susan Howard）の論説 The First Waldorf 
Kindergarten. The Beginning of Our Waldorf Early Childhood Movement.がある。 
以上の文献のうち、本研究の対象となるシュタイナー幼稚園の黎明期―シュタイナー幼
稚園が創設された 1926 年に向けての準備、創立の時期―に触れているものは、グルネリウ
ス自身の論文、Das Kind im Kindergarten der Freien  Waldorfschule.（1932）M.ベル
ガーの Frauen in der Geschichte des  Kindergartens.（1995）および Elisabeth von 
Grunelius.（2013）、H.キューゲルゲンの Die erste Waldorfkindergärtnerin. Elisabeth 
von Grunelius.（1989）、S.ハワードの論説 The First Waldorf Kindergarten. The 
Beginning of Our Waldorf Early Childhood Movement.である。グルネリウスの著作
（1950）及び国内で唯一グルネリウスに触れている馬場の論文（2011）については、シュ
タイナー幼稚園の黎明期の内容ではないために、また、M.グロスクルトの論文（2004）は
現在未刊行のため観ることができないために考察の対象から外すことにし、今回は当時の
状況を窺い知ることができるグルネリウス自身の論文と国外のいくつかの論文および論説
を考察の対象とする。具体的には、M.ベルガー、H.キューゲルゲン、S.ハワードの論文お
よび論説を通してシュタイナー幼稚園創設に向けたグルネリウスのかかわりと幼稚園創設
当初のグルネリウスの保育実践を押さえ、グルネリウス自身の論文からは当時の彼女の教
育観を描出したいと考える。 
  
２．結果 
１）グルネリウスによるシュタイナー幼稚園創設のプロセスと保育実践 
①グルネリウスとシュタイナーの出会い＜1914～1919＞ 
グルネリウスがシュタイナーと出会ったのは 1914 年である。当時、ボンの「コメニウ 
ス・幼稚園教師ゼミナール」を修了し国家資格（州による認可）を取得したばかりのグル
ネリウスは、後に大学で心理学を学ぶと言う願望を持っていたとされる 2。 
同時に、すでにシュタイナーの著書『神智学（Theosophy）』によって人智学に出会って
いたことも記録されている。そして、シュタイナー思想への共鳴ゆえ、グルネリウスは、
ゲーテアヌム（注６）の建設に従事することを決意し、スイスのドルナッハを訪ねたので
ある。シュタイナー自身もこの時のグルネリウスを、優しそうな若い少女がドルナッハに
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来た、と思い起こしている３。 
グルネリウスは、ここで、18 か月間の滞在中に、柱の台座と台輪に木彫の仕上げの仕事
をする芸術家のグループの一員として、ゲーテアヌムの建設にかかわりながらシュタイナ
ーの講義を受けている 4。 
そのあと、グルネリウスは、ドルナッハを離れベルリンに行く。1 年間を過ごすことに
なったベルリンでは、民間託児所（privater Kinderhort）で働いたり、社会福祉事業へ参
加したりした。また、彼女は、1918 年には「ペスタロッチ・フレーベル・ハウス」におい
て、教育指導者の資格を得ている。この「ペスタロッチ・フレーベル・ハウス」は、当時、
広く知られた施設で、ここでは、教育者を志す若者を指導するための訓練が行われていた。
そして、グルネリウスがベルリンで過ごしているとき、シュタイナーから、最初のヴァル
ドルフ学校の教師陣に加わるよう要請を受け、故郷のフランスへ戻ることになる５。そし
て、その後、シュツュットガルトに行くことになるが、これらの各々の動きがどのように
つながっているのかについて詳細に知る資料は未だ見出されないが、時系列を考えると、
筆者は、いまのところ、シュタイナーの活動に加わっていたグルネリウスがシュタイナー
の幼児教育創設構想に伴い、指導者としての能力と資格を獲得するために「ペスタロッチ・
フレーベル・ハウス」へ派遣されたのではないかと予想している。 
 
②ヴァルドルフ学校創立時から最初の幼稚園創立まで＜1919~1926＞（注７） 
1919 年、最初のヴァルドルフ学校が始まってすぐより、シュタイナーは幼稚園創設を考
えており、そのための一部屋を空けるように教師たちに頼んだ。しかし、それは叶わなか
った。その後も、シュタイナーが再三、幼児期の子どもの教育の重要性を説くものの、教
師たちは、創設時の多忙さや適した人員の確保や教育スペース・資金の問題からか、受け
入れに真剣に取り組むことはなかった。グルネリウスも当時を振り返り、小学校の教師た
ちは、幼稚園の重要性を捉えているようには思えなかった、と述べている。 
幼稚園の創設は難航していたが、シュタイナーはグルネリウスに 3 歳から 5 歳の子ども
の保育のため、60 ページの計画を書くことを頼み、彼女は試みた。しかし、この時、教育
実習以外で、彼女は幼い子どもたちと直接かかわった経験を持たなかったので､リーダーと
して幼稚園を運営していくことが出来そうにないと感じていた。 
1920 年の春頃、新しい政府の規制により学校の始業がイースタ （ー春分の日以降の満月
の後の最初の日曜日：3 月末から 4 月末）から９月へと変わった。このことは、イースタ
ーに第 1 学年を始める子どもたちが 9 月まで先生を誰も持たないということを意味した。
その年の復活祭の前の聖金曜日、グルネリウスは、シュタイナーにイースターから 9 月ま
で幼稚園のグループをその空き教室で引き受けるよう頼まれた。しかし、実際にはこの時
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点では、グルネリウスは、州の課程を終えて間もなかったし、自分が十分に子どもたちを
導くことができるとは思えなかったし、心理学や医学を学びたいと考えていたので断りた
かった。しかし、シュタイナーの粘り強い態度に、シュタイナーの助けを条件に引き受け
ることになる。 
彼女は、学校がイースターに入った１週間後より、20 人ほどの就学前の子どもたちと毎
日午後の 3 時間をともに過ごした。そのための部屋は、午前中は 8 年生のために使われて
いて、動かすことのできない壁に沿った固定されたベンチや重い机があり、そして黒く塗
られた床でできていた。幸運にも春と夏のことだったので、彼女は子どもたちと時間の殆
どを外で過ごした。彼女は玩具や遊び道具を何も持たなかった。彼女はただ、「メディテー
ションが幼稚園における生の基本となるべきである」というシュタイナーの言葉と、「模倣
から働くべきである」という言葉のみを心に刻んでいた。それは、彼女の幼児教育の訓練
以前に一度も出くわすことのなかった二つの全く基本的な考えであった。 
 その模倣の効果にかかわるこの頃のエピソードに次のようなものがある。 
日々ドアをとても強く閉める小さな女の子に、グルネリウスはたびたびそれをうまくす
るよう頼んだが、何の効果もなかった。３日目に、グルネリウスは自分が完ぺきにドアを
閉めなかったことを理解したのである。それで、小さな女の子が見ている時、グルネリウ
スはドアを「うまく」閉めた。そしてそれを見たあとから小さな女の子もまたドアをうま
くいつも閉めるようになったのである。このことはグルネリウスにとって衝撃的体験であ
った。 
また、グルネリウスは、シュタイナーから次のような指導も受けている。 
グルネリウスは、シュタイナーに子どもがクレヨンで描いたものを見せた。すると彼は、
より大きいブラシと流れるような色で水彩画をさせてやるともっと良くなるにちがいない
と言った。「重要なのは絵を描くことではない。しかし、子どもたちはあなたの見事な態度
を真似るに違いない。そのとき、彼らはあなたのジェスチャーを正確にコピーするよりも
色をぬりたくるだろう」とシュタイナーが述べたという。 
グルネリウスは、その他にも粘土のモデリング（模倣の対象として作成すること）をし
たり、妖精物語を話したりした。このような状態で幼稚園は夏休みの終わりまで続いた。
しかし、その後、資金も「限度を越えた不足」で、更には、クラス担任からの本当の支援
もなく、この不適切な部屋で保育をつづけることは、現実には不可能となったのである。 
その後、グルネリウスは教師のための大学に通いながら、1926 年までシュタイナー学校
の手仕事の教員やクラス担任の代わりとして働いた。さらに、グルネリウスは、健康を害
した担任女教師のかわりに、２学年の担任に指名され、半分の主要授業を受けもつことに
なった。 
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この学年は、第３学年へ進級する際、二つに分けられ、それぞれのクラスが補充された。
そして、シュタイナーは、グルネリウスにその内の一クラスを指導するように要請した。 
このようにグルネリウスは大学に通いつつシュタイナー学校のサポートに入っていた
が、芸術活動―オイリュトミー（注８）、スピーチ、粘土細工、絵画、人智学の研究―を身
につけるために時々シュタイナーの研究所（精神科学自由大学）があるドルナッハのゲー
テアヌムに戻った。これらの経験は、ヴァルドルフ幼稚園の教師としての訓練でもあった。 
これらの年月の間、シュタイナーは、教師たちに幼稚園を開設するよう説得を続けた。
そして、彼は、教師たちに、教育のルーツと教育の主要点について講義をし、また幼児教
育者の仕事について話をした。このような努力の結果、ついに、1924 年、小学校の教師の
ひとりハルベルト・ハーンが幼稚園建設という挑戦に応じる決意をした。ハーンは、運動
場のはしを幼稚園のために開け渡した。幼稚園の屋外には、砂場と庭があった。グルネリ
ウスは、幼稚園創設に向けて、砂山とその前に広場を、さらに加えて子どもたちが庭園を
造ることができる小さな細長い庭土をもつよう、ハーンに求めていた。 
 新しい幼稚園は、残念なことに、シュタイナーの死後 18 か月近く経った 1926 年に完成
する。 
 幼稚園は、３つの部屋をもち、「バラック」と称された。部屋のひとつはシュタイナーが
オイリュトミーのためにと指示した色、ローズ・マローのような青みがかった桃色に塗ら
れたオイリュトミー･ルームだった。残りの２つの部屋は、「空色よりも暗い」ダーク･ブル
ーで構成された絵画のための部屋と、深紅色の遊戯室だった。シュタイナーは、活動や発
達に応じた色彩の意義や、多様な子どもの気質や気分にとって（落ちつきがなかったり、
ゆっくりであったりするなど）必要とされる内的な補色体験の意義を解説した。例えば睡
眠に問題をもつ子どものために、シュタイナーはベッドのまわりを囲むように深いオレン
ジ色のカーテンをかけることを提案していた。 
 グルネリウスは、子どもたちが何を必要としているのかを彼女の指先を通して読み取る
ことや、瞑想に徹してそれを基盤に働くことや、子どもから「ものを引き出す」よりむし
ろ模倣を通して学ぶのを求めることから、幼稚園の活動を打ち立てようと試みた。 
当時、グルネリウスが試行錯誤の内に行った教育における「子どもの模倣体験」につい
て、例をひとつ示してみたい。 
ある時には、籠職人を招き入れ子どもたちの面前で作業することを頼んだ。そのため、
子どもたちは、その青年籠職人が自分のシャツの袖をまくり上げていたので、彼がいかに
強いかを見ることができたし、また大きな籠を持ち大きな枝でそれを仕上げるのを見るこ
とができた。その次の日、グルネリウスは、クロークに子どもたちのうちとても内気なひ
とりの少女のコート掛けに吊るしてある葦を見て、少女になぜ葦が必要なのかを尋ねると、
128 
 
少女は、「籠を作るため」と返答する。グルネリウスは、直ちに籠のための葦と底になる部
分を買いに出かけ、すべての４歳児が籠を作った。その時、子どもたちはグルネリウスの
助けを必要とせず、自分たちでそれを作ることができたが、もし、子どもたちが籠職人の
仕事を見ることがなかったならば、決して作ることはできなかったとグルネリウスは確信
するのである。 
  
２）創設当初におけるグルネリウスの幼児教育観 
1 節においては、グルネリウスがシュタイナーと出会い、最初の幼稚園での実践を行う
までの過程をみたが、本節では先述のグルネリウスの論文（1932）を通して、シュタイナ
ー幼稚園の黎明期における保育実践の特徴を明らかにしたい。この論文は、幼稚園開設か
ら 6 年後に著されている。この時期は、グルネリウスがシュタイナーの考えを引き継ぎ、
自身のオリジナルな保育実践の型をほぼ完成し、幼稚園が軌道に乗り出した時期ともいえ
るからである。 
グルネリウスは論文の冒頭で、「初めに、ルドルフ・シュタイナーの教育学を通して、
私は幼稚園職を実践的に行うための内なる可能性を見た」6 と述べ、シュタイナーの教育
理論がグルネリウスの実践指針となり、確かな手応えを感じていたことが窺える。また、
本論文を概観して、グルネリウスにおける幼児教育にかかわるいくつかの論点が判明した。
それは、「模倣（die Nachahmung）」と「創造的芸術力（die produktiven Künstlerkrafte）」
と「感覚器官（die Sinnesorgane）」である。それぞれについて、グルネリウスが述べてい
ることを次にまとめてみたい。 
 
①模倣（die Nachahmung）について  
この年齢段階に相応しい法則性を求めるときに、まず第一に、小さい子どもは「模倣の 
中に生きている」という特有の本質があるということに注意を払うことが必要である 7。
この時期の模倣が教育に組み込まれる場合、それは、まったく知性的な営みとは異なり、
子ども自身が手探りしつつ、同時に聞き、見て、身振りから学ぶという学習となる。幼稚
園年齢の子どもが大人の意図的な注意や要求や訂正の言葉に対して自覚的に反応できない
のは、彼らの自然な姿と考えられる。子どもの意欲活動に広がりと活気を与えるものが周
囲の大人の手本となる活動といえる 8。 
つまり、模倣によるこの教育法は、より健全な方法で子どもの自由を保つ唯一のもので
あり、とりわけ、この幼児期には重要な方法といえるのである。もし、教育学の原則とし
て模倣に依拠する場合、私たちは、すべてがそれに従わなければならないようなどのよう
な型もいかなる固定した形式も与えない。しかし、反対に、模倣は、どの子どももいつど
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こにいようと、見たものを真似ることによって、彼らの素質や能力に応じて、自由をもた
らすのである 9。 
 
②創造的芸術力（die produktiven Künstlerkrafte）について 
干渉は、精神的発展の本能的流れを妨げる。干渉によって創造的芸術力という子どもの
一番独自なものは堰き止められ、子どもの外に向けた活動は積極的になされず、しばしば
消極的になるかまたは発展性が全くなくなる。子どもの生きる意志に対して、教師として、
子どもがその行動を終えるのを待つことが大切である。また、内面に秘めるものをもって
活動する子どもに対して、どんな些細なことでも先走って指図したり、驚かせてその集中
を途切らせたりすることがないようにすることが重要である。多くを子どもが思いのまま
に活動するのを許すこともまた非常に本質的なことである。ただし、食事のリズムなどの
生活の秩序は、子どもの自然に思いのままにさせることは弊害があるため、適切な秩序は
守られなければならない 10。 
関係が正しい時、子どもの動作は内面から造形的な力を通して、生き生きと弾むように
十全に働く。その時、私たちは、一方では、その力が、内面から指の先へまで行き渡って
いることを見て取ることができ、他方では、その力を通じて、子どもが内的にとても豊か
な感受性のうちに印象を形成することを発見する。このとき、子どもは目覚め、本当に活
気があり、またそれによって健康である。健康な子どもは自分自身で、自身の目覚めた力
で、困難と思われるものに取り組み、それを徐々に克服するのである。彼はみずから進ん
で、信じられないほどの落ち着きと器用さでそのことに取り組み、それによって彼は最大
の喜びと満足を得るのである。それは、子どもが、自身の肉体をコントロールすることや
求めるすべてのものを実行できることの楽しさに気づくからである。このように、子ども
が内面の力で―自分の意志から―活動を実行することは、それを大人が要求して実行するこ
とと大きな相違があるのである 11。 
 
③感覚器官（die Sinnesorgane）について  
この年齢段階における子どもらしい受け取りかたは、いかに子どもが身体的な構造（体
質）と形態のうちに生きているか、個人的な能力に応じて彼らの物質身体（der physische 
Körper）や感覚器官（die Sinnenorgane）を手に入れるか、というありように親密に関係
づけられる。子どもの場合、それはほぼ十全な形が捉えられるとしたら、私たちは、その
受け入れについて彼を通して外から見て取ることができる。もし、私たちが、子どもの姿、
頭の形、動作を注意深く観察するなら、そのことが理解できる。つまり、子どもの内的な
本質の諸力（die inneren Wesenskräfte）が、この年齢段階にとって、身体の形姿と正し
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い仕方で結びつけられているかどうか、あるいは、子どもの心的な諸力（die Seelenkräfte）
との関係において、相貌のあらゆる部分がまだ生き生きとした生命に満たされていないか
どうか、を読み取ることができるのである１２。 
この最初の子どもらしい発達の時期は、子どもの感覚器官が成長するときでもある１３。 
この発達段階で形成される生きた感覚力を身につけるプロセスにおいて、私たちは、こ
うした目的に向けて特定の練習を案出したり、子どもに知的な判断のきっかけを与えたり
することによって、システマティックにまだ干渉すべきでない。感覚に正しい仕方で栄養
を与え、感覚を十全に育てるものは、明らかに芸術な印象を通してもたらされねばならな
い。それは周囲の人びとから受け取る印象であり、共同の遊びや生き生きとした大人たち
の活動の模倣に基づく印象の結果として生じなければならない１４。 
意志に添う形で（合致した側面から）、子どもは、感覚器官へと導かれ、正しい仕方で
その器官を取り扱うことを学ぶ。それは、繊細で内的な考慮であり、子ども自身の器官を
通して自ら繊細な手探りすることを意味する１５。 
以上のように、子どもはこの年齢段階では、まだ感覚器官による知覚を通してすべての
存在と結びついているため、自分自身を創り上げるには、夢見るような方法で自分の中に
世界を受け取ることが自然なのである。 
こうした「夢見るような見方」に生きる幼児期の状況について、この論文の最後では、子
どもを出来る限り長い間「あのやわらかな絵のような夢見心地な体験のなかに、その体験
で生命の内側へ成長する」ようにしておくなら、有機体（der Organismus）自体の力が強
まり、それによってまず肉体において、その後、精神的知的生命において覚醒へ至ること
が出来る、というシュタイナーの言葉で結ばれている 16。 
 以上の「模倣」、「創造的芸術力」、「感覚器官」の観点がグルネリウスの当時の実践にお
いて重要視された視点といえる。 
 
３．考察 
１）シュタイナーによって選ばれたグルネリウス 
 シュタイナー幼稚園の黎明期について明らかになったことのひとつは、グルネリウスは
シュタイナーによって選ばれた人であったということである。就学前の幼い子どもの教育
の重要性を力説するシュタイナーの姿とともに、そこにどうしてもグルネリウスを幼稚園
教師に迎え入れたいと考えたシュタイナーの姿が浮かび上がる。シュタイナーの「人智学」
に共鳴しその活動に参加する中で、グルネリウスの人柄を知ったシュタイナーは、彼自身
の幼児教育構想を実現するのにふさわしい人物として、グルネリウスに白羽の矢を立てた
のである。また、グルネリウスのほうも、ボンの「コメニウス・幼稚園・ゼミナール」で
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幼稚園教師のための教育課程を修め、その後、ベルリンの「ペスタロッチ・フレーベル・
ハウス」で教育指導者の資格を得るための学びをもつなど、幼児教育に対する熱意が感じ
られる。やがて、その熱意がシュタイナーの意思に応えるべく、幼稚園創設へと向かわせ
たと言える。 
 
２）シュタイナー幼稚園の環境 
 シュタイナーの没後、1926 年に創設された幼稚園は、シュタイナーの指示に従った３つ
の色の部屋があった。ローズ・マローのような青みがかった桃色に塗られたオイリュトミ
ー･ルーム、空色よりも暗いダーク･ブルーに塗られた絵画のための部屋、そして深紅色の
遊戯室である。また、シュタイナーは、例えば睡眠に問題をもつ子どものために、ベッド
のまわりを囲むように深いオレンジ色のカーテンをかけることを提示していた。このよう
に、最初の幼稚園ではシュタナーの助言に従った色を使っていたことが判った。しかし、
今日の日本のシュタイナー幼稚園でしばしば見受けられる、保育室の窓に取り付けられた
桃色のカーテンや保育室の壁紙の淡い色については、シュタイナーの指示とは考えにくい。 
また、幼稚園は、バラックと称される建物の外に砂場と庭をもっていたことも分かった。
特に、庭については、グルネリウスの希望通り、子どもたちが庭園を造ることができる、
子どもたちのための小さな細長い庭であったと推察される。  
 
３）グルネリウスの保育実践および幼児教育観 
グルネリウスは、ヴァルドルフ学校の仮の幼稚園クラスでは、玩具や遊び道具を何も持
たなかったが、ただ、「メディテーションが幼稚園における生の基本」、「模倣から働く」と
いうシュタイナーの２つの言葉のみを心に刻んで保育をしていたと打ち明けている。グル
ネリウスにとって、今までに出会うことのなかったこれらの教育方法は、慣れない幼稚園
教師の仕事をするなかで、確かな教育方法との確信へ変わっていった。それは、たとえば、
ドアの閉め方や粘土細工の指導における子どもの姿から、模倣による教育の意味を実感し
ている記述からも判る。  
また、幼稚園創設時は、すでにシュタイナーは亡くなっていたため、当然、直接に助言
を受けることは叶わなかったが、グルネリウスは、瞑想的に働くことや、子どもから引き
出す代わりに模倣による学びを求めることや、子どもたちが何を必要としているかを彼女
の指先を通して読み取ることから幼稚園の活動を打ちたてようと試みている。たとえば、
籠職人の作業をみた子どもが、自らも籠を作るために葦をもってきたことを知ると、すぐ
に全員分の籠の材料を用意したグルネリウスである。そして、子どもたちがだれの助けも
借りずに、子どもたち自身の手で籠を作り上げたことは、籠職人の手本を真似ることがで
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きたからと確信するに至っている。つまり、シュタイナーの理論を、実践においてその正
しさを確信していったと言える。 
幼稚園創設当初のグルネリウスの実践の理論的背景は、先述の通り、シュタイナー幼稚
園創設の 6 年後に著した彼女自身の論文から読み取ることが出来る。グルネリウスは、「模
倣」による教育は幼い子どもの本性に適う教育法であり、子どもに自由を与えると述べて
いる。そして、自由は、「創造的芸術力」という子どもの一番独自なものを育てるためにも
重要であると考えている。また、最初の子どもらしい発展部分は、子どもの「感覚器官」
が発展するときでもあり、正しい仕方で感覚を成長させていくには、子ども同士の共通の
遊びや生き生きとした大人の活動の模倣という環境から感じ取ることができる分かりきっ
た芸術的印象が必要であると明言する。さらに感覚器官には、意志の側面から感情移入す
ることによって正しい方法でその器官を扱うことを学ぶという。子どもはこの年齢段階で
まだ感覚器官による知覚ですべての存在と結びつき、子どもは自分自身を創り上げるため
に、夢見るような方法で自分の中に世界を受け取るのだと述べている。これら、グルネリ
ウスの論文にある「模倣」、「創造的芸術力」、「感覚器官」の３つの要素は、シュタイナー
の強調してきたものである。 
では、シュタイナーは、この３つの要素についてどのように捉えていたのか。 
シュタイナーの幼児教育法は、拙論（2014）（注９）で述べたとおり、永久歯の生え変
わる７歳ころまでの子どもは、魂（心）や霊（精神）が発達する土台としての肉体を形成
する時期にあり、模倣による教育が基本となる。そのため、正しい働きかけである物質的
環境（注１０）が重要となり、模倣は物質的身体の発展期のものであり、この時期の子ど
もの本性に適っているという。また、シュタイナーは、子どもは一個の感覚器官であると
説明し、それゆえ、感覚器官を通して、子どもの肉体を正しく形成する作用を及ぼすもの
を子どものまわりに整えることが重要であり、規則を与えたり、人工的な方法で技術的に
教え込んだりすることは、すべて良い結果をもたらさないという。少しでも無理な節制を
強いると、子どもの中の自然に適った健全さと成長の可能性を根絶やしにしてしまうとい
うのである。 
以上にみたように、グルネリウスは、シュタイナーの教育理論を実践の中心に置いてい
た。そして、シュタイナーの理論をもとに実践しながら、その理論の確かさを確信し、さ
らにその確信のもとに実践をしていたといえるのである。 
 
４．まとめ 
本研究では、シュタイナーとグルネリウスのかかわり、シュタイナー幼稚園創設におけ  
るグルネリウスのかかわり、そしてシュタイナー幼稚園の黎明期におけるグルネリウスの
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保育実践とその理論的背景を明らかにした。そこで明らかになったことは、シュタイナー
幼稚園は、シュタイナーによって望まれたグルネリウスによる実践から始まっている。し
かし、現在のシュタイナー幼稚園でしばしば見受けられる桃色のカーテンは、当初はなさ
れていなかったことや、当初は瞑想的な働きかけによって保育が行われていたものが、現
代まで受け継がれているのかは定かでない。今日、私たちが知っているシュタイナー幼稚
園の保育については、グルネリウスがアメリカに渡ったのちに書かれた著書（1950）（注
１１）をバイブルとして、世界各地に広まったものであり、本研究によってシュタイナー
幼稚園の黎明期を見ることで、新たな視点を見出すことができたと言える。 
また、グルネリウスが、シュタイナーの理論を実践の中心に置いていたことも明らかと
なったが、とりわけ「教育に際して瞑想を基盤に置くこと」と「最善の教育法として模倣
と模倣を重視すること」を心に刻み、実践に臨んでいたことは、シュタイナー幼児教育の
原点として特記できるものと言える。 
今後は、シュタイナー幼稚園の保育実践について、グルネリウスによってどのように発
展していったのか、グルネリウスのオリジナルな保育方法が組み込まれていったのか、ま
た、グルネリウスの「ペスタロッチ・フレーベル・ハウス」での学びが、その後のグルネ
リウスの保育実践に影響を与えていったのか等をみていくことが課題である。グルネリウ
スが学んだ「ペスタロッチ・フレーベル・ハウス」の創始者であるＨ・シュラーダー＝ブ
ライマン（Henriette Schrader-Breymann,1827-1899）が、彼女の教育実践を成立する過
程において、シュタイナーの精神科学から影響を受けた「自由なキリスト教的人格」（freie 
christriche Persönlichkeit）への共感があると指摘される１７ことから、グルネリウスも「ペ
スタロッチ・フレーベル・ハウス」における教育内容に共鳴する部分が多くあったかもし
れない。 
グルネリウスの思想形成とともに、先述した新たな課題をみていくことで、さらにグル
ネリウスの教育観やシュタイナー幼稚園における理論と実践の整合性について明らかにす
ることができるものと考える。 
 
注 
(1) 欧米諸国においてはヴァルドルフ教育と呼ばれている。  
(2) ヴァルドルフ・アストリア煙草工場社長エミール・モルト（1876－1936）が出資して作った、
シュタイナー教育学に基づく学校。ヴァルドルフ・アストリア煙草工場労働者の子供たちのために
創られたが、間もなくヴァルドルフ・アストリア煙草工場関係者以外の子供も受け入れた。  
(3) シュタイナーが創始した。Anthroposophie はギリシャ語の anthoropos（人間）と sophia（叡
智）を組み合わせた語で、真の人間認識へと導く学という意味を持つ。  
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(4) ドイツの幼稚園協会である「ヴァルドルフ幼稚園連盟」を母体とし、その国際分門として独立
した。ドイツ、イギリス、北米、南米、東欧、北欧、アフリカ、中東、アジア、太平洋の 28 か国
が加盟。多様な文化における新しいシュタイナー教育のあり方を探るとともに、世界各地の教員養
成、幼稚園設立プロジェクトを支援している。Viewed 02 Jan．2016，URL=http://jaswece.org/06/  
(5) Susan Howard,The First Waldorf Kindergarten. The Beginnings of Our Waldorf Early 
Childhood Movement. （Published in the Gateways newsletter of the Waldorf Early Childhood 
Association of North America.）2005．Viewed 17Feb.2013，
httep://www.iaswece.org/waldorf_education/articles_and_resources/The_First_Waldorf_Kinder
garten.aspx 
(6) スイスのバーゼル近郊ドルナッハにある、普遍アントロポゾフィー（一般人智学）協会および
精神科学自由大学の建物。1913 年に定礎式が行われた。1922 年大晦日に焼失し、現在はシュタイ
ナーの再設計による第２ゲーテアヌムが建っている。（西川隆範編訳『シュタイナー用語辞典』、風
濤社、2008 年、105 頁参照。）  
(7) この期間（1919~1926）に関しては、S.ハワードの論説（2005）がもっとも詳細であったので、
その論説を参照し、まとめた。 
(8) シュタイナーが創始した運動芸術。言葉における母音や子音、音楽における音階や音程に、そ
れぞれ特定の身体の動きが対応している。  
(9) 杉岡幸代「シュタイナー幼児教育とモンテッソーリ幼児教育の比較研究―幼児教育法の類似点  
からみた幼児教育の課題―」、『大阪キリスト教短期大学紀要』第 54 集、2014 年、99⊶110 頁。  
(10) シュタイナーによれば、物質的環境という言葉は、考えられる限り広い範囲に解釈されなけ
ればならず、幼児の周囲で物質的に働きかけてくるものだけではなく、幼児の感覚が知覚出来るも
の、物質空間から幼児の心に働きかけてくるもの、そういう一切の営みがこれに属し、幼児が見る
ことの出来る道徳的、不道徳的な行為の全て、優れたそして愚かしい行為のすべても、これに属す
ることになる。  
(11) Elisabeth von Grunelius.,Early Child Education & the Waldorf School Plan.（1950）（ド  
イツ語版は Erziehung im frühen Kindesalter．Der Waldorf-Kindergarten.（1955）、邦訳版は『シ 
ュタイナー幼稚園と幼児教育』（1979）（高橋巌/高橋弘子訳））  
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